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３ 要旨 

 日持ち性が良いとされる福島県オリジナル品種のリンゴ「会津あかね」（図１）と現地試作系統の「リン

ゴ福島６号」（図２）について、エチレン生成能力を判定するマーカーを利用して解析したところ、両品種

系統ともにエチレン生成量が少ない遺伝子型を有することを確認した。 

（１）ＤＮＡマーカーは Sunako Tomomi らによる ACS1 を使用した。ACS1 は果実のエチレン生成量に

関わる遺伝子の領域で、日持ち性や収穫前落果に大きく影響する。 

（２）ACS1-1 と ACS1-2 の 2 つのバンドについて、ACS1-1 のみでエチレン生成が多、両バンドで中、

ACS1-2 のみで小と判定する。 

（３）「リンゴ福島６号」「ほおずり」「会津あかね」「ふじ」で ACS1-2 のみ、「陽光」「紅玉」で ACS1-1 と

ACS1-2 の２本バンドが確認できた（図３）。 
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図３ ACS1 の電気泳動結果 
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図１ 会津あかね 

 
図２ リンゴ福島６号 
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